
2016年1月15日（金）～17日（日）

災害地 広島･神戸 を巡る

－ ツアー参加者 －

池田 邦昭 中島 光明 山口 章

田中 喜世美 山田 美智子 田中 晃

小林 秀樹 早川 雅子 相原 延光

増田 佳恵
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目的と背景

広島：災害現地見聞および弁護士活動

•人災か天災か、横浜市緑区でも土砂災害発生

神戸：阪神淡路大震災から21年目の現状は

•風化させて良いのか、竹灯篭への誓い

k15117 -２-



広 島
廿日市市 市内･江波町 山本地区 八木･梅林地区
（大野陸軍病院）（江波山気象館） (平成11年豪雨災害) （公園の大禹謨碑）
（原爆+枕崎台風 （気象館殉難碑）（ハザードM活きず） （梅林小の慰霊碑）

（1月16日）

④広島弁護士会館 ①広島駅 ②梅林駅
今田弁護士の話 (集合) （現地集合）

⑤なかしま ③八木ヶ丘地区
和夕食 山根副会長ガイド

（住宅地、町内会館、
山体傾斜崩壊地）

①～⑤は全員行動を示す

n1292 ＜広島 コース＞

廿日市市
（大野陸軍病院）
（原爆+枕崎台風）

1月15日(金)

1月16日(土)

広島市
廿日市市
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枕崎台風関連 調査訪問
同行者 ３名 報告者 山田 美智子

＜広島 土砂災害情報収集＞ -23-

原爆災害調査班の活動と遭難
1945年9月17日、枕崎台風が襲い、山津波が起り、一瞬にして大野
陸軍病院の中央部を壊滅させ海中に押し流した。
入院中の被爆者と職員合計156人の尊い生命が奪われた。

－調査班が本拠地とした大野陸軍病院－ －山津波で倒壊した大野陸軍病院－

net

廿日市市
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net ＜広島 土砂災害情報収集＞ -23-

原爆災害調査班の活動と遭難

この中には日夜原爆への対策、調査、研究に献身した、京都大学教
授、研究班員ら11人の殉職者が含まれていた。

－京大原爆災害調査班遭難記念碑－－水害死没者供養塔－

枕崎台風関連 調査訪問
廿日市市

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/campus/photo/list/images/old_2/old-genbaku-3.jpg/image
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/campus/photo/list/images/old_2/old-genbaku-3.jpg/image
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広島 江波山気象館 訪問
同行者 ４名 報告者 山田 美智子

＜広島 土砂災害情報収集＞ -14-

旧気象館で現在は気象博物館として一般公開している。広島市域
の気象予報を出している。

1945年9月17日枕崎台風襲来。同年8月6日の原子爆弾による被害
に続き深刻な打撃を受ける。

↑

気象館から
市街を見る
←気象館
被害を説明

する職員 →



広島 山本地区 土砂災害被災現場
調査･報告者 田中 晃

＜広島 山本地区災害現場報告＞tanaka

調査の目的と実施（時間雨量、崖崩れ側の窓）

災害発生は3分類（急斜面地、水路が逸水、
砂防堤の整備）

参考写真と説明（大正15年災害写真も）

地元の人の説明･資料（運転手や文献から）

山本地区の状況（写真と説明）

八木地区の被害状況（被害･被災状況）

提言など（斜面地の崩壊対策、ハザードマップの
活用／活かせず）

・報告書から、3時間雨量109㎜、同24時間175㎜

・がけ崩れ写真多い、木がない、建物の窓有無で犠牲に

・当地区の特徴など
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広島 山本地区 土砂災害被災現場

＜広島 山本地区災害現場報告＞Tanaka -16-



広島 八木地区

水害史碑「大禹謨」「忘れまい8.20」
調査･報告者 小林 秀樹

＜広島 水害史２碑訪問＞k houkoku

案内者：福谷昭二さん（NPO法人佐東地区まちづくり協議会相談役

笹岡繁さん（同常任理事）、中西浩二さん（市立梅林小学校長）

下原正樹さん（市立梅林小学校教頭）

大禹謨碑の建立
（1972年、住民の悲願で）

忘れられた治水碑
（水路とセット、地道なボランティア活動で）

直前の土砂災害（禹王まつりは誌上開催）

梅林小学校は広域避難所（当日朝は大混乱）

提言（人の心が地域を再生復興）

「大禹謨」：国内最大禹王の碑、44年前建立
「忘れまい8.20」：１年後梅林小校庭に建立

-24-



• 太田川水害の歴史教訓を伝え
る碑で治水王の禹王を祀る。
44年前の建立で新しく、国内
で最大規模。近年地元ロータ
リ―クラブの支援で敷石や説明
板などが整備された。

広島 八木地区 水害史碑「大禹謨」

＜広島 水害史２碑訪問＞T13／o615／t13 -25-



10年前から地元NPOの人たちを中心にホ
タルの里づくり事業が進められて、ホタル
祭りやせせらぎの夕べをしたり、第4回全
国禹王まつり開催*を契機に小学生や市民
の多くの人たちに治水碑「大禹謨」が知ら
れるようになりました。
(*災害発生で誌上開催となりました)

広島 八木地区 大禹謨に集う住民ら

＜広島 水害史２碑訪問＞T13／o615／t13 -26-



広島 八木地区 「忘れまい8.20」慰霊碑

＜広島 水害史２碑訪問＞masuda net

市立梅林小学校はJR梅林駅の西
側に隣接している。土砂災害は
直接受けなかったが、用水堀が
土砂･流木で堰止めされて溢水、
グランドが膝まで浸水して、広
域避難所として混乱したという。
学区で通う生徒や家族に犠牲者
はなかったが、65の尊名が刻ま
れている。
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広島 八木ヶ丘町内会 土砂災害現場
同行者 １０名 報告者 山口 章

＜広島 土砂災害の現地を見る＞y houkoku

背景（8/20広島災害、10/6緑区白山災害と対比）

発生前（危険と対応が未浸透（横浜も同じ）

発生時（避難勧告の周知が遅く避難遅れ）

発生後（避難所運営、学区防災map作成と訓練）

今後 （リスクとリスクマネージメントの徹底）

広島訪問、面談･視察で勇気もらう

・案内者 山根健嗣さん（八木ヶ丘自治会副会長）

・山の傾斜地に立地の住宅街、八木ヶ丘地区を歩く見る

・自治会館２階でお話を聞き Q/A

-４-



広島 八木ヶ丘町内会 土砂災害現場

＜広島 土砂災害の現地を見る＞n1297／net

ー広島 土砂災害の現地ー

(2枚共)

ー横浜 緑区白山の現地(上)ー

背景（8/20 広島災害、10/6 緑区白山災害対比）

発生前（危険と対応が未浸透（横浜も同じ）

発生時（避難勧告の周知が遅く避難遅れ）

-５-



＜広島 土砂災害の現地を見る＞n1297／net

広島 八木ヶ丘町内会 土砂災害現場

-７-

ー状況説明される山根さんー

ー梅林学区防災マップー

ー山根さんと質疑ー



＜広島 八木地区土砂災害報告＞T 報告資料 -17-

広島 八木地区 土砂災害被災現場
調査･報告者 田中 晃

被害状況（110世帯の６５％が被災、土砂流は2本）

寺院を残し(古くから高台にあった)、土砂流は家屋を破壊

ハザードマップ（平成11年作成は・・・）

ー八木ヶ丘地区 色別被災図ー



＜広島 土砂災害の現地を見る＞n1297／net

広島 土砂災害 八木地区の情報収集

-21-



yhoukoku

災害の気象要因（秋雨前線･暖湿流ほか）

気象記録（安佐北区で最多雨量287ミリ）

人的被害と物的被害（75人／全壊133棟など）

約50ヵ所の土砂流出

遅れた避難勧告発令（99年の教訓活かされず）

八木地区の被害状況（被害･被災状況）

発災以降の地域の取組みなど（山根さんの話）

広島 土砂災害 情報収集･概要
同行者 １０名 報告者 山田 美智子

・山根健嗣さんの話を聞き、八木ヶ丘地区を歩く見る。

・ほかに、江波山気象館(1/15午前)、廿日市市(旧大野町)

を襲った枕崎台風による殉難者関係碑を調査した。

＜広島 土砂災害情報収集＞ -18-



広島 土砂災害 情報収集･概要

＜広島 土砂災害の現地を見る＞n1297／net -19-



広島 土砂災害 八木地区の情報収集

＜広島 土砂災害情報収集＞Ykey/o7w -20-

ー被災現場で復興が進むー



＜広島 弁護士会の支援活動＞

広島 弁護士会の支援活動
参加者 １０名 報告者 中島 光明

被災状況（人的被害、物的被害）
ライフライン復旧（電気、水道、鉄道）

弁護士会の活動（本部設置、現地ボラ、無料相談他）

印象に残った話（ボラセン派遣延べ315名、
安佐北区は避難訓練していた、他）

現地アンケート結果（意見交換会結果はhpに）

今後の課題（福祉士の意見必要、平時の準備）

・講話者 今田健太郎さん（広島弁護士会所属）

・発災当日、災害対策本部を設置。現地へボラ派遣、弁護士会news 

、被災者支援無料相談、自治会でまちづくり意見交換会など実施。

nakajima -８-



n1301

・講話者 今田健太郎さん（広島弁護士会所属）

・発災当日、災害対策本部を設置。現地へボラ派遣、弁護士会news 

、被災者支援無料相談、自治会でまちづくり意見交換会など実施。

広島 弁護士会 の支援活動

ー今田さんの映像からー

＜広島 弁護士会の支援活動＞ -９-

ー広島弁護士会ニュースは第4号まで
発行されましたー



＜広島 山本地区災害現場報告＞N1299/1302

ー広島弁護士会の今田さんらー

・講話者 今田健太郎さん（広島弁護士会所属）

・発災当日、災害対策本部を設置。現地へボラ派遣、弁護士会news 

、被災者支援無料相談、自治会でまちづくり意見交換会など実施。

広島 弁護士会 の支援活動

-12-



広島 『なかしま』で夕食

y omk ＜広島 会席料理･なかしま＞ -13-

－「なかしま」の大将と女将さん－

－同行者の中島さんは大将の伯父さん－



神 戸市内

1.17のつどい
東遊園地

（中央区加納町）

＜神戸 おれぞれの行動場所＞

1月16日(土)
17日(日)

1松山さんと懇談会
Rote･Rose

（中央区北野町）

情報収集と提供
危機管理センター
（中央区江戸町）

「神戸の壁」写真展
ジュンク堂三宮
（中央区三宮町）

「語り部」、新プロジェクト
防災、人と未来センター

（中央区脇浜海岸通り）

korg -28-



神戸 阪神淡路大震災 概要や情報
参加者 ４名 報告者 山田 美智子

＜神戸 阪神淡路大震災情報＞y houkoku

兵庫県南部地震
（日時、震源地、被害状況など）

震災の教訓
（初動体制、教訓は生かされたか、備えは）

これからの取組み
（風化させない、新しい公共、再開発のこれから、人
未来センターの伝え、「EARTH」心のケア）

提言など（事前調査と準備が必要、ガイドも）

21年前の災害は語り継がれ、多くの教訓を伝えている。
一方、世代交代で記憶・教訓が薄れかけている。

予測され、必ず来る巨大都市地震を想定すると、毎年
この地を踏む度に調査･報告･実践の重きを感じます。

-29-



神戸 松山順三氏 との懇親会
参加者 １２名 報告者 田中 喜世美

＜神戸 松山順三氏との懇親会＞tk houkoku

ドイツワインとふだん口にしないドイツ料理、Mr.中島のソムリエ
解説と松山さんの穏やかな語りで楽しく懇親ができました。

Roteroseで楽しく懇親
（日時、震源地、被害状況など）

松山市の活動広く
（災害、防災、減災の語り、学校親子相談員、
寸暇に絵画や旅）

若者の人材育成が大切
（いまどの世界も同じ現象、何がそうするのか
原点回帰が必要か）

-30-



神戸 松山順三氏 との懇親会

＜広島 土砂災害の現地を見る＞m/kt/n601/tk/601 -31-



神戸 松山順三氏 との懇親会

＜広島 土砂災害の現地を見る＞Tk3/601/601 -32-



m houkoku/t asa

初めての参加で何もかも新鮮に受止められた。

1.17の慰霊式典に心も体も動かされた。

神戸の関連施設･現地まわり、集会などに

参加できて良かった。

神戸 阪神･淡路大震災 1.17のつどい
参加者 １０名 報告者 増田 佳恵

朝の集い
（竹灯篭、黙とう、遺族のことば）

中心ボランティアの解散

（参考資料1･2）

提言など
（18回の集い、竹灯篭に臨み、1.17の灯
は優しく象徴、続けたボランティアに、
都市災害対応は市民力）

-33-＜広島 １.１７のつどい＞



＜広島 １.１７のつどい＞Net/神戸新聞

初めての参加で何もかも新鮮に受止められた。

1.17の慰霊式典に心も体も動かされた。

神戸の関連施設･現地まわり、集会などに参加できて良かった。

神戸 阪神･淡路大震災 1.17のつどい

-33-

阪神・淡路大震災２１年 祈り重ね未来へ

竹灯籠やビルの窓明かりで「１・１７」の文字が浮かび上がる神戸の街に、夜明けが来た＝１７日朝、神戸市役所から（撮影 田中靖浩）

http://www.kobe-np.co.jp/rentoku/sinsai/21/201601/0008731933.shtml


神戸 市危機管理センター 訪問
調査・報告者 池田 邦昭

＜神戸 市危機管理センター訪問＞I houkoku

1月18日に訪問（17日(日)休館日）。市役所2階、1.17展示場

案内者：三木一弘（防災啓発担当係長）

様変わりの1.17展示場
（21年目、市役所2F）

情報入手と提供（入手：ハザードマッ
プ、新たな取組み、防災展示室見学

提供：J-DAG CDとチラシ及び検討お願い）

提言
（予約で、施設・市民活動を知る機会を）

-34-



神戸 市危機管理センター 訪問
調査・報告者 池田 邦昭

＜神戸 市危機管理センター訪問＞I houkoku

1月18日に訪問（17日(日)休館日）。市役所2階、1.17展示場

案内者：三木一弘（防災啓発担当係長）

様変わりの1.17展示場

情報入手と提供（入手：ハザードマッ
プ、新たな取組み、防災展示室見学

-34-



・災害は繰返す

・風化させない

・教訓を活かす

おわり

広島土砂災害 －忘れまい 8.20－
阪神･淡路大震災 －1.17は忘れない－

＜災害地 広島･神戸 を巡る－＞ -35-



【参考資料等出所】

・『富士山と酒匂川』 （足柄の歴史再発見クラブ）
・『3.11東日本大震災 １ヵ月の記録』 （河北新報社）
・『富士山大噴火』 （県立歴史博物館）
・『禹王（文命）を探る』 （足柄の歴史再発見クラブ）
・『絆 高校生のため防災ノート』 （静岡県教育委員会）
・ 足柄の歴史再発見クラブ会員、他

「足柄の歴史再発見クラブ」
2013.6/14、hideki kobayashi

広島土砂災害 －忘れまい 8.20－
阪神･淡路大震災 －1.17は忘れない－


